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標本に基づく大阪湾初記録のアオハタ

木村祐貴

A single specimen of Epinephelus awoara (Temminck and 
Schlegel, 1843) was collected from Osaka Bay, Japan, in May 
2022. In Japanese waters, E. awoara has been recorded from 
the Sea of Japan coast from Yamagata Prefecture to Yamaguchi 
Prefecture, the East China Sea coast of Nagasaki and Kagoshima 
prefectures, the Pacific coast from Sagami Bay to Yaku-shima 
island, the Seto Inland Sea and Kagoshima Bay. Thus, the pres-
ent specimen, described herein detail, represents the first speci-
men-based record of the species from Osaka Bay.
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 Abstract

アカハタ属 Epinephelus Bloch, 1793は日本国内で 44種

が知られており（中村・本村，2022），アカハタ E. fascia-

tus (Forsskål, 1775)やクエ E. bruneus Bloch, 1793などの水

産重要種を多く含んでいる．本属は背鰭棘数が 11，臀鰭

軟条数が通常 8，腹鰭起部が通常は胸鰭基底部の直下も

しくは後方に位置する，および口蓋骨に歯をもつなどの

分類形質により他属と識別される（Heemstra and Randall, 

1993；瀬能，2013；中村・本村，2022）．一方で，本属に

は多様な形態をもつ多くの種が含まれることから，日本国

内に出現する種に限っても形態的な定義を定めることは困

難とされている（中村・本村，2022）．

アオハタ E. awoara (Temminck and Schlegel, 1843)はこれ

までに山形県から山口県の日本海沿岸，長崎県から鹿児島

県の東シナ海沿岸，相模湾から屋久島の太平洋沿岸域，瀬

戸内海および鹿児島湾から報告があり，日本周辺では温

帯域の岩礁や砂泥底に生息していると考えられる（瀬能，

2013；本村，2022）．2022年 5月 18日に大阪湾で実施し

た底生生物採集調査でアオハタが採集された．大阪湾にお

ける本種の記録はあるものの（稲葉，1988），その根拠に

ついては不明であった．よって，本標本は大阪湾からの本

種の確かな記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Heemstra and Randall (1993)にしたがっ

た．標本の作製と登録は本村（2009）にしたがった．体各

部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmの精度で行っ

た．標準体長（standard length）は体長または SLと表記した．

アオハタの記載年は中村・本村（2022）にしたがい 1843

年とした．本報告で使用した標本は大阪市立自然史博物館

（OMNH-P）に登録，保管されている．

Epinephelus awoara (Temminck and Schlegel, 1843)

アオハタ
（Fig. 1）

標本　OMNH-P49630，体長 53.7 mm，大阪府阪南市沖

（34°23′38.2′′N, 135°11′40.4′′E），水深 21.5 m，湊丸，2022

年 5月 18日，石桁網．

記載　背鰭条数 XI, 15；臀鰭条数 III, 8；胸鰭軟条数

17；腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 95；側線有孔鱗数 49；鰓耙

数 10 + 16 = 26．体各部の体長に対する割合（%）：頭長

40.6；吻長 7.4；体高 31.3：眼窩径 12.8；両眼間隔長 5.4；

眼下骨高 5.2；上顎長 19.0；尾柄高 11.0；尾柄長 19.0；背

鰭前長 36.9；臀鰭前長 66.1；腹鰭前長 40.8；背鰭基底長

54.6；背鰭第 1棘長 8.9；背鰭第 2棘長 12.8；背鰭第 3棘

長 17.9；背鰭第 4棘長 16.6；背鰭第 5棘長 17.5；背鰭第 6

棘長 16.0；背鰭第 7棘長 16.9；背鰭第 8棘長 15.6；背鰭第

9棘長 16.0；背鰭第 10棘長 14.5；背鰭第 11棘長 13.6；最

長背鰭軟条長（第 8軟条）20.3；臀鰭基底長 19.4；第 1臀

鰭棘長 6.9；第 2臀鰭棘長 12.8；第 3臀鰭棘長 12.5；最長
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臀鰭軟条長（第 4軟条）19.4；尾鰭長 24.6；胸鰭長 25.0；

腹鰭長 22.0．体は側扁し，前後に伸長した楕円形．吻はや

や尖り，体背縁は吻端から背鰭起部にかけて上昇し，そこ

から尾鰭基底部にかけて緩やかに下降する．体腹縁は吻端

から腹鰭起部にかけて緩やかに下降した後，臀鰭基底部ま

で体軸とほぼ平行にはしり，臀鰭基底部から尾鰭基底部に

かけて緩やかに上昇する．眼と瞳孔は正円形．鼻孔は 2対

で近接し，眼の直前に位置する．前鼻孔後縁に皮弁を有す

る．口は端位で，下顎が上顎より突出し，上顎後端は眼の

後縁直下に位置する．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状．鰓蓋後縁は

円滑で，主鰓蓋骨中央に 3本の扁平な棘を有するが，最上

方の棘の大部分は皮下に埋没しており目立たない．肛門は

背鰭第 9棘基部直下に位置する．側線は完全で，主鰓蓋骨

上端から尾鰭基底部にかけて体背縁と平行にはしる．背鰭

起部は鰓蓋後端の直上に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底

後端よりも後方に位置する．胸鰭基底前端は背鰭起部のわ

ずかに前方，腹鰭基底前端は背鰭第 2棘基部直下，臀鰭基

底前端は背鰭第 1軟条基部直下にそれぞれ位置する．たた

んだ腹鰭後端は背鰭第 6棘基部直下に達する．尾鰭は円形．

体側鱗は円鱗．

色彩　生鮮時，頭部の地色はやや薄い暗褐色．体側の
地色は暗褐色．体全体に黄色がかった褐色の小斑点が散在

する．各鰭の地色は暗褐色．体側には背鰭中央部を起部と

する 4本の暗色横帯と尾柄部に 1本の暗色横帯がある．暗

色横帯の縁に沿う黒点はない．

分布　本種は山形県から山口県の日本海沿岸，長崎県
から鹿児島県の東シナ海沿岸，相模湾から屋久島の太平

洋沿岸，瀬戸内海，大阪湾，鹿児島湾から報告されてい

るほか，未確定情報ながら小笠原諸島からも記録がある

（瀬能，2013；竹内ほか，2015；鏑木，2016; Motomura and 

Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；岩坪・本村，2017；園

山ほか，2020；小枝ほか，2020；村瀬ほか，2021；岩坪ほ

か，2022；工藤ほか，2022；本研究）．

備考　本標本は背鰭棘数が 11であること，臀鰭軟条数

が 8であること，尾鰭が円形であること，体側上半部の暗

色横帯の縁に沿う黒点がないこと，生時，体側に黄色い斑

紋が散在することから，瀬能（2013）が報告したアオハタ

Epinephelus awoaraの標徴とよく一致したため本種に同定

された．

本種は日本海南部沿岸に多く生息する一方，太平洋沿

岸には少ないとされている（池田・中坊，2015）．瀬戸内

海では，大阪湾，周防灘，伊予灘から報告があるが，これ

らの証拠となる標本は示されていない（稲葉，1988）．また，

大阪湾を含む瀬戸内海で採集された魚類標本をまとめた波

戸岡・花﨑（2017）でも本種の記録がなく，本標本が標本

に基づく大阪湾からの初めての記録となる．瀬戸内海にお

ける本種の出現は稀とされているが（稲葉，1998），1990

年代以降，瀬戸内海中・西部海域では本種の出現がみられ

ている（重田，2008）．しかし，再生産を認めるほど大量

に採集されることはないことや（重田，2008），瀬戸内海

東部海域からの報告が稲葉（1988）と本研究に限られるこ

とから，現在のところは本種が瀬戸内海での分布を拡大し

ているとは言い難く，生息数の顕著な増加も認められない．

本標本が採集された地点で採泥調査を行ったところ，

Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus awoara (OMNH-P49630, 53.7 mm SL) from Osaka Bay, Osaka Prefecture, Japan.
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底質はわずかに砂が含まれる泥であり，本種が好むとされ

る底質（瀬能，2013）に概ね一致した．本種は大きいもの

で体長 500 mmに達すること（池田・中坊，2015），同属

のキジハタは 1歳時には 100 mmを大きく超えることから

（俵積田ほか，2019），本標本は生後 1年未満の個体である

と考えられる．一方，著者が実施している大阪湾内での底

生生物採集調査や大阪府内市場での水揚げ物調査におい

て，本種の目撃例がなかったことから，本標本は内海で再

生産されたものではなく太平洋側から加入してきたと考え

るのが妥当であろう．本種は主に九州地方で黄アラ，黄ハ

タ，アオナなどと称され，重要な漁獲対象種の一つとして

扱われている（畑，2020）．しかしながら，本種の生態学

的知見は不足しており，ヒメジ Upeneus japonicus (Houttuyn, 

1782)等の小型魚類を餌として利用していることが断片的

に報告されている程度である（小枝・本村，2017）．今後，

本種の資源管理に資するための生態学的知見が集積される

ことを期待する．
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